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口
ー--研究対象地とテーマ
I.IIヤ系列の脩足データを川いて位＇ i状況
の定{it的に解析できるようにする。
カナダの広域f/~11 ：森林火災
巨丑］
2．自然災‘,!iによる林内状況0)炎化を定l,t(1'1に
解祈する手汰の確立を行う。
3次JCデータのイi効泊191：風捌・,11
1オーストラリア I
Google Earth Engine 
X 
Open Data Kit (ODK) 
森林火災 ＝ 可燃竹パイオマスの'It変化
風倒，；!/ = 巨木の悧木位；代の確品
研究が肖景
熱帯林での森林政策
• REDD (Reducing En.ssions from Deforestation and Forest Degradation in Developing 
MRV(Measunng, Reporting, and Verification) 
Countries) 
衛星國像(Landsat)をペースとした森林モニタリング 一熱帯林以外（亜寡帯林）での森林モニタリング手法は確立されていない。 応填竹亜寒帯林：世界の約15％の薩地面積を占める。 REDD＋の窓II炭素蓄積量は森林全体の35％以上（熱帯林に次ぐ炭素蓄積量）
地球：l暖化の影響で｀森林火災が生じやすくなってきている(Kasischkeel 
al., Ecological Application 5, 437-451. 1995) 
/ニン
森林域での自然災害
森林災害は、地球温暖化の彩響で頻度が増している？
森林火災
（大規模変化） 駈ヽL
風倒害
（小規模変化）
.`  l →i 
［囀~ii',!1, 、；l,
＿．・ヽ—
言用性
効率的な現地データ収集 ＋
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誓Te歪 strialLaserCTiE戸 ザー）
研究対象地（森林火災）
麟
RIEGLVZ400 
3,000Jil'J 
半径 600m
TrimbleTX5 
900 Jil'J 
半径 15011
SICK LMS511 
150万円
半径 40m
Wood Buffalo National Park 
(45.584 km2) 
1約70年サイクルで森林火災が
，1：じている。
2. 41澳帯林、人の手が人っていない。
自然状態。
Go9gle Earth恥臣虚-
1.= 
ーI•一 -19 _ _9•·— Landsat, Sentinelの----—ー アーカイプを数行の
コマンドで呼びlし、
広域のデータを数秒-． で表示できる。
教師付き分類も9,J能
£ 
Normalized Burn Ratio 
(B4 -B7)/(B4 + b7) 
B4：近赤外
B7:中間赤外
R: 2014-2015年
G: 2013-2014年
B: 2011-2013年
-
1986年～201坪における火災燒失出所の帷定
時系列データを用いた
百i林火災の評価
b
u呂
b
と
名
Bum“lama 
1浜沿ー＇四 bI心
9決91-＇函'"≪,.:こ，ゎ91ヽ"
匹 19→も bIロ
麟
1T,;mblcTX 5 
!：／/：0::. 
．，  
6 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
/ 
森林火災前後の3次元データ
-逝上レーザー解析手順
区西日 1火災後
焼失したボクセルの位散を3次JC空間で表が
/―-森林火災前後のデータを取得
--=--
⇒; 
艤
-;  
衛星レーダー
-
ALOS PALSAR 2 
利点
し．  疇“貴＿9 .＂1,▲’”
UAXAEORCより l)Il)
1.レーダーは、四等による影特が少なく、常時モニタリング可能。
2．対象物を「色」で判別するのではなく、 「構造」を把握する。
偏波を利用することで、特徴を抽出可能。
3. Lバンドレーダーは森林内部状況まで把握できる。
Xバン9 C9≪’’ 
⑮量｀(A LOS 2 solution bookよりりllfi)
-- -PALSAR 2（偏波情報を利用）
Landsat脩髭 PALSAR2!.i虻
使用データ
• 森林火災前後のデータ
烈枠：旧立公園
2015年7月 PALSAR2 緑点（X):RIEGLTLS赤枠：2015年PALSAR2データ
解像度 6.25m(Dual、HH+HV) 緑点（小）：FAROTLS緑枠：20!6lfPALSAR2データ
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一結果
e Change Detection 
2015年と
201i年から
作成した
コヒーレント
直像
焼失した体禎(ml)
，
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ポクセルの面Ii分,~
コピーレンスh{i
焼失したボクセルとの関係
コヒーレンスの差
． 
”‘ 
,. 15m. 
・9, 5Illr 
10m ． ． 
• ~ ,．^｀鴫叫 9
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lm 
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20m 
ボクセル数(m>)
..,_,—· 
•一 ス ；.,. ...... _,,. ~.. w'●" 
ポクセル数(113)
乏シーオーストラリア熱帯林でOAVになーる
3次元データを取得
乏
コヒーレンスの変化抽出
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‘』 ぷ色 2015-2016 例木解析＆＇i火け色 2016-2017 f~木解析結果
緑丸 現地，謁がでf~木があった肋9i
ー贔 ，
 
広域モニタリング技術(GoogleEarth Engine、PALSARの経年的データの利
用）
1.マルチプラットフォームによる解析が容駄に可能
2．現地検証には、 3次元データを利用した恰も効率が良く、 1確なモニタリングn
⇒ 地rレーザーデータを取得するだけで森林災害評｛面が可能p
自然災害
嘉梵祖誓嘉邸唸舟竪協盈‘危茫憐饂叔講祗るため、人による被む
己吠和データから「使える1データヘ l)モートセンシングの研宵利用が可
ご清聴感謝いたします。
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